
令和７年（２０２５年）

    ９月　地区防災計画策定に着手／キックオフ会議開催

地区防災計画策定に向けて！

地区防災計画策定に核として関わるコアメンバーが集まり、顔合わせや

今後の方向性について話し合いました。

    ９月　第１回ワークショップ開催

第１回ワークショップでは、４5名の方が参加され、校区エリアのリスクと課

題について話し合いました。

多くの課題が出されて、有意義なワークショップとなりました。

（検討結果については、P１０に記載）
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令和７年（２０２５年）

  １０月　第２回ワークショップ開催

地区防災計画策定に向けて！

第２回ワークショップでは、校区住民５３名が参加され、１回目で出た課題につ

いて考えてもらい、校区として「ルール」の取り決めと、今後校区としてやって

いくべきこと「やることリスト」を挙げました。（決定したルールとやることリスト

についてはP１１に記載）

令和８年（２０２６年）

    ２月　第３回ワークショップ開催

第３回ワークショップでは、校区住民３９名が参加され、２回目のワーク

ショップで出た「やることリスト」の中から優先的にやるべきことを決め

ました。

また、校区で作成する防災マップについての検討をしました。
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私たちにできることは？

３ 校区の課題

第１回目ワークショップで挙げられた校区の課題と危険箇所については以下のと

おりです。【図７】～【図９】

出た課題や危険箇所について、校区としてできることを今後検討していく必要が

あります。

【図７】校区の課題（大項目）

【図９】校区の危険箇所

【図８】校区の課題（小項目）

１０

　【図７】はワークショップで出た課題

を大きく５つの項目に分けたもので

す。

　その中でも、一番割合を占めてい

たのは、「自助・共助・地域づくり」、

次いで、「体制づくり」という結果で

した。

　まずは自助、そして、共助ができる

関係性づくり「地域づくり」・「体制づ

くり」が大事だと感じていることが確

認できます。

　【図８】は校区の課題の小項目をま

とめたものです。

　要支援者や避難所、情報収集体制

についてなど、様々な意見がワーク

ショップで出ていることが確認でき

ます。

　【図９】はワークショップで出た校区

の危険箇所についてまとめたもので

す。

　水害の意見が多く出ており、北側

の藻器堀川、南側の健軍川沿いで

は広く冠水する地域だということが

この図から確認できます。



４ 校区のルール

私たちにできることは？

第２回ワークショップで挙げられた校区の「ルール」は【図１０】のとおりです。

さらにコアメンバーによる会議を重ね、託麻南校区の「ルール」を２つに絞りました。

１１

①家庭でも防災に備える

②年に一度「たくなん防災デー」として

災害への備えについて考える

災害から自分の身を守るためには、まずは「備

えること」が大切です。

普段から家庭内でも防災について話をする時

間を設けましょう。

話し合いの中で、避難先や備蓄品、災害時の

行動についてあらかじめ決めておきましょう。

１年に１回、災害への備えについて改めて考え

る場を設け、防災を身近に感じるようになりま

しょう。

「５　やることリスト」や「６　今後の取り組みに

ついて」を参考に、校区住民で話し合いましょ

う。

【図１０】校区の防災ルール(整理前)

※【図１０】内の赤字を参照し、託麻南校区の

　　ルールを以下のように決定↓



私たちにできることは？

５ 校区のやることリスト

１２

第２回ワークショップで、託麻南校区のやることリストとして、様々な意見が挙げ

られ【図１１】のとおりリスト化され、第３回ワークショップでこの中からすぐ実施・

必ず実施するものの洗い出しを行いました。
すぐ実施・必ず実施したいもの

○すぐできそう

☆やり方が分からない

【図１１】校区のやることリスト



私たちにできることは？

６ 今後の取り組みについて

地区防災計画は作成して終わりではありません。

これを今後どのように活用していくかが大切です。

ルールとして定めた「たくなん防災デー」を活用し、今後の取り組みについて考

えていく必要があります。

やることリストの中で、すぐ実施、必ず実施するものから優先的に進めていき、

私たち校区住民主体となって、防災活動に取り組んでいきましょう。

１３

７ 防災に役立つ情報



　災害はいつ起きるか分かりません。発生したときには、日常の生活が一変すること

もあります。そのような状況の中で、被害をできる限り小さく抑え、命と暮らしを守る

ためには、日頃からの備えと心構えが何よりも大切です。

　また、災害の形や社会環境は時代とともに変化しています。そのため、本計画を必

要に応じて見直しや改善を行い、より実効性の高いものとしていくことが求められま

す。関係機関や地域の皆さまと協力しながら、安全・安心な体制づくりを継続してい

きます。

　災害時には、公的な支援（公助）がすぐに行き届かない場合もあります。そのよう

なときこそ、日頃の備え（自助）や、周囲との助け合い（共助）が大きな力となります。

本計画をきっかけとして、防災について考える時間を持ち、家族や身近な人と話し

合い、できることから備えを進めていただければ幸いです。

　今後も、災害に強いまちづくりを目指し、一人ひとりが防災への意識を高め、互い

に支え合いながら取り組んでいきたいと考えています。本計画へのご理解とご協力

をお願いするとともに、いざというときに、皆さまの行動がご自身や大切な人の命を

守る力となることを願っています。

熊本地震発生後に区役所へ送られてきた応援メッセージ

熊本デジタルアーカイブ／平成28年熊本地震（提供：国立研究開発法人防災科学技術研究所）

おわりに
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託麻南校区防災連絡会


